
三
七
・
八
年
戦
役
松
山
俘
虜
収
一

付
と
そ
の
意
図
を
探
っ
て
み
た
い
。

を
割
り
貫
い
た
ソ
ケ
ッ
ト
内
面
に
漆
を
塗
り
断
端
袋
で
適
合
調
整

を
し
、
足
継
手
は
固
定
式
の
た
め
特
に
坂
道
の
昇
降
は
不
便
で
あ

っ
た
。

八
年
戦
役
松
山
俘
虜
収
容
所
を
中
心
に
、
恩
賜
義
肢
交

（
京
都
大
学
）

明
治
時
代
の
大
政
治
家
で
あ
り
、
ま
た
早
稲
田
大
学
の
創
設
者

で
も
あ
る
大
隈
重
信
は
明
治
二
十
二
年
条
約
改
正
に
反
対
す
る
暴

漢
の
投
げ
た
爆
弾
に
よ
っ
て
右
脚
を
負
傷
し
、
つ
い
に
切
断
手
術

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
義
足
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

せ
ら
れ
た
。

本
研
究
で
は
大
隈
重
信
の
義
足
生
活
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
の
病

床
生
活
、
義
足
装
着
と
そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

大
隈
重
信
は
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
二
月
十
六
日
佐
賀
藩
会
所

小
路
に
生
れ
、
幼
名
を
八
太
郎
と
い
っ
た
。
大
隈
が
生
ま
れ
成
長

し
た
時
代
は
、
徳
川
封
建
制
度
の
崩
壊
寸
前
の
と
き
で
あ
り
、
日

本
は
開
国
を
迫
ら
れ
、
何
も
か
も
が
変
革
の
時
期
で
あ
り
、
ま
さ

に
わ
が
国
未
曽
有
の
転
換
期
で
も
あ
っ
た
。

如
大
隈
重
信
の
義
足
ｌ
そ
の
原
因
と
生
活
Ｉ

坪
井
良
子
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明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
二
月
一
日
伊
藤
内
閣
に
入
閣
、
同

二
十
二
年
十
月
十
八
日
黒
田
内
閣
の
外
務
大
臣
の
時
、
条
約
改
正

く
る
し
ま

に
反
対
す
る
来
島
恒
喜
の
投
げ
た
爆
弾
に
よ
っ
て
、
右
脚
を
負
傷

し
、
そ
の
後
切
断
手
術
を
受
け
、
義
足
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

せ
ら
れ
た
。

く
る
し
ま

来
島
恒
喜
（
一
八
五
九
～
一
八
八
九
）
は
、
福
岡
出
身
で
国
粋
主

義
団
体
玄
洋
社
に
所
属
し
て
い
た
。
外
相
官
邸
前
で
大
隈
を
襲
い
、

重
傷
を
負
わ
せ
た
後
、
そ
の
場
で
自
殺
し
た
。

ベ
ル
ッ
は
こ
の
事
件
の
様
子
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

手
術
に
立
ち
会
っ
た
日
本
赤
十
字
社
医
員
高
橋
種
紀
は
そ
の
時
の

記
録
を
詳
細
に
残
し
て
い
る
。

事
故
の
際
、
最
初
に
駆
け
つ
け
た
医
師
高
木
兼
寛
は
、
す
ぐ
に

東
京
慈
恵
医
院
看
護
婦
教
育
所
の
生
徒
四
名
を
派
遣
し
て
看
病
に

あ
た
ら
せ
た
。
そ
の
時
の
様
子
は
大
隈
綾
子
夫
人
の
礼
状
に
見
る

事
が
で
き
る
。
大
隈
は
負
傷
後
、
経
過
も
順
調
で
隻
脚
で
は
あ
っ

た
が
義
足
と
杖
に
よ
る
社
会
復
帰
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
ア

メ
リ
カ
Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス
社
か
ら
義
足
が
送
ら
れ
て
き
た
。
し

か
も
毎
年
改
良
に
改
良
を
加
え
て
送
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
れ
は

「
義
手
足
募
論
」
に
、
ま
た
、
大
隈
重
信
宛
て
の
一
八
九
五
年
十

二
月
十
二
日
付
け
の
Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス
氏
の
手
紙
の
中
に
見
出

だ
す
事
が
で
き
る
。
そ
れ
は
大
隈
重
信
が
Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス
社

の
義
足
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
感
謝
文
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
大
隈
重
信
使
用
の
義
足
を
、
早
稲
田
大
学
で
実
見
す
る
機
会

を
得
た
。

大
隈
重
信
は
ア
メ
リ
カ
製
造
の
義
足
が
一
番
よ
い
と
い
い
、
そ

れ
は
毎
年
改
良
に
改
良
を
加
え
、
し
か
も
改
良
点
を
充
分
に
説
明

し
て
送
っ
て
来
る
な
ど
親
切
で
あ
る
と
い
い
、
わ
が
国
の
義
足
製

造
は
、
不
親
切
で
不
熱
心
で
、
未
だ
徳
義
心
が
発
達
し
て
い
な
い

と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
義
足
は
も
っ
と
軽
く
、
値
段
を
安
く

す
る
こ
と
に
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
当
時

Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス
社
製
の
義
足
の
値
段
は
大
腿
切
断
用
’
百
ド

ル
（
二
百
円
）
、
膝
関
節
離
断
用
１
百
ド
ル
（
二
百
円
）
で
あ
り
、
日

本
製
で
は
、
大
腿
切
断
用
ｌ
特
別
製
四
十
五
円
、
普
通
製
三
十
五

円
、
下
腿
切
断
用
特
別
製
四
十
五
円
、
普
通
製
三
十
五
円
で
あ
っ

た
。
当
時
ア
メ
リ
カ
製
の
義
足
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
出
来
る
人

は
極
く
限
ら
れ
た
階
層
の
人
々
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

大
隈
は
片
足
を
失
く
し
て
か
ら
は
上
体
を
き
た
え
る
た
め
に
運

動
を
し
、
特
に
精
神
の
健
康
に
は
自
ら
考
え
た
生
活
五
カ
条
を
実
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践
す
る
な
ど
、
健
康
に
留
意
し
た
。
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
一

月
十
一
日
八
十
四
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

大
隈
重
信
は
、
右
脚
切
断
後
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス

社
製
の
義
足
を
装
着
し
た
。
以
後
Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス
社
で
改
良

に
改
良
を
加
え
た
義
足
を
装
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は

当
時
世
界
で
最
も
進
歩
し
た
義
足
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

ド
テ
ア
つ
一
○

（
慈
恵
看
護
専
門
学
校
）

明
治
後
期
よ
り
昭
和
戦
中
・
戦
後
ま
で
使
わ
れ
た
、
腸
チ
フ
ス

菌
と
大
腸
菌
と
を
鑑
別
す
る
「
遠
藤
培
地
」
は
、
日
本
人
の
創
製

し
た
す
ぐ
れ
た
培
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

遠
藤
培
地
が
私
立
伝
染
病
研
究
所
で
明
治
三
十
六
年
創
製
さ

れ
、
同
年
『
細
菌
学
雑
誌
」
に
発
表
さ
れ
て
、
追
試
の
結
果
こ
れ

に
勝
る
検
査
法
は
な
く
、
長
い
間
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め

シ
ゲ
シ

遠
藤
の
名
は
よ
く
知
ら
れ
た
が
、
創
製
者
の
遠
藤
滋
と
は
ど
う
ゅ

う
人
か
知
る
人
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

遠
藤
培
地
の
発
明
と
原
理
お
よ
び
使
用
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

は
『
藤
野
・
日
本
細
菌
学
史
」
（
一
九
八
四
）
に
く
わ
し
い
が
、
私

は
主
と
し
て
遠
藤
滋
の
経
歴
と
性
格
等
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

遠
藤
滋
は
遠
藤
周
民
の
二
男
と
し
て
静
岡
で
明
治
三
年
五
月
九

41

シ
ゲ
シ

遠
藤
培
地
の
創
製
者
・
遠
藤
滋

土
屋
重
朗
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